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平成２６年度 研究発表会（最終報告） 

【全体会①】 
 

「情報バンク」について 
 
                   平成２７年 1月３０日 
                    京都市立西総合支援学校 
                    研究主任  上田 文彦 



＜内容＞ 
 

・わたしたちの大切にしていること 
 

・なぜ，情報バンクなのか？ 
 

・情報バンクとは？ 
 

・成果と課題 
 



わたしたちの大切にしていること 

＜学校教育目標＞ 
 

「できる」自分を知り，夢や希望を持って， 
 

 自らひと・もの・ことに向かう子どもを育てる 

 子どもを「できる存在」として捉え， 
 手だてつきの「できる姿」を実現していく 



わたしたちの大切にしていること 

「できる」からのスタート 

・子ども一人一人の「できる」ことから取り組み，   
 それぞれの場面で主体的に自信を持って活動する 

達成感 自己肯定感 



わたしたちの大切にしていること 

自ら「QOL（生活の質）」を高めようとする気持ち 

「自分でできる」という自信や 
「次はこうしてみたい，あんなことをしてみたい」 
「もっとしてみよう！」という目標・目的 
さらに， 
「大きくなったらこんな人になりたい」 
「卒業後にはこんな仕事に就きたい」という夢や希望 



小学部 
中学部 

高等部 
卒業後 自分でできる 

次はこうしよう 

「できる存在」としての子ども     

「できる姿」を実現    

ＱＯＬ（生活の質）を高める力 

個別の包括支援プラン 

わたしたちの大切にしていること 



わたしたちの大切にしていること 

＜研究テーマ＞ 
 

子ども一人一人の将来の生活を 
 

     見据えた教育や支援・手だてについて 
 

 ～個別の包括支援プランを根幹に据えた 
 

          子どもの継続的なキャリアアップを目指す～ 



なぜ，情報バンクなのか？ 

 「できる」からスタートするには， 
 子どもの「できる」の情報を“伝えて繋ぐ”ことが何より重要 

「できる」を伝えて繋ぐ上で「個別の包括支援プラン」に記載
されている内容は，“指導後・学習後の姿「～できた」という
「現在の姿」”が大半である 

担当の支援者が大幅に変わることが多い，児童生徒の進級時・
学部移行期そして高等部卒業後の移行期に活用しにくい 



なぜ，情報バンクなのか？ 

 

○「できる」の情報とは… 
 

 ・どのような手だて（支援や状況づくり）がなされたか？ 
 

 ・その結果，どのような様子が見られたか？ 
 

          …という情報を含めたものである 
 

通知票の内容 



なぜ，情報バンクなのか？ 

通知票の内容をデータベース化 

情報バンク 

＊「できる」を“伝えて繋ぐ”システムツールとして   
 活用できないかという仮説のもと取組を開始 



情報バンクとは？ 

＜情報バンクの機能＞ 

情報バンク 
 

○入力・保存 
○キーワード検索（全体・個人） 
○包括支援区分検索（個人） 

調査票 
 

○高等部卒業時に進路先に提出する 
 生徒のプロフィール 
○京都市総合支援学校共通の書式 

推移表 

通知票 



情報バンクとは？ 

① 

① 

② 

② ③ ③ 

④ 

④ 

⑤ 

⑤ 

通知票 情報バンク入力画面 



情報バンクとは？ 

ここから実際に情報バンクを操作します。 
研究紀要P～を合わせてご覧ください 
 
・短期目標，手だて，様子入力・保存 
 

・キーワード検索（全体・個人） 
 

・推移表（３期分・入学年度から…） 
 

・包括支援区分検索 
 

・通知票出力 



情報バンクとは？ 

＜入学年度から現在までの短期目標の推移表を 
         使ってのケース会議の様子（25年度）＞ 



情報バンクとは？ 

本研究は，情報バンクというシステムを 
開発することに目的があるわけではない 

どのように活用していくことで 
 

・子どもの「できる」を伝えて繋ぐことができるのか 
 

・継続的なキャリアアップに繋がるのか 
 

…を各学部の取組を通して検証することが目的 

＊「もっとこんな機能があれば活用しやすい」「この  
 情報を入力したい」という各学部からの意見を反映 
 させていきたい 



成果と課題 

<成果> 
 

○7月の全体研修会で，情報バンクの入力操作を全教員対象に行なった 
 

⇒校内ほとんどの教員が，情報バンクがどのようなものなのか知ること 
 ができた 
 

⇒前期末には，全教職員の情報入力を目指して，各担当が入力を開始 

 

★本格的運用の大きな一歩となった 
 今後，学期ごとに子どもの「できる」の情報を蓄積し情報量が多くな 
 れば活用度の高いものに 
 



成果と課題 

<成果> 
 

○小学部と中学部との取組，高等部と進路先との取組で情報移行につい 
 て検証を行なった 
 

 

★「情報バンク」内の情報の活用度の高い時期が分かる 
 

★情報を受け取る側の「ほしい情報」を知ることができた 
 

★活用度が高くなると考えられる新しい機能のアイデア 
 



成果と課題 

<課題> 
 

○多くの教員が入力をする中で「入力した情報が消えた」「他の生徒の 
 情報と入れ替わった」などの入力時のシステムの問題 
 
 

○更なるカテゴリ検索の追加を行う 
⇒検索する人が，より直感的に検索できるように 
 
 

○今後も，情報量を増やし，活用度の高いものにしていく必要がある 
 


